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山梨県森林総合研究所実験林アカマツ枯損調査区における
林分動態とニホンジカの剥皮

長池卓男

Stand dynamics and debarking by sika deer (Cervus 11Ippon) in a dieback pine (Pinus 

Gtea&a7ora) forestin吐leYamanashi Forest Research Institute Experimental Forest， 

cen tral J apan. 

Takuo Nagaik巴

Summary : 1 studied stand d拘置nicsand debark皿gby sika de町 κ通rvusmj.ヲlJ)Ou)in a plot operated for 
salvage logging 11 years ago of dieback pine ，丹rnusm.側iDora)forest in the Yamanasbi Forest Researcb 
Institute E玄peri血entalForest， central J ap組 .Nu血berof newly recruited stems也2014w描 5世血田 more
than tbose in 2∞8皿dw酪血ainlycomposed by (，)uercus雌 rrataandu尉血neacrenata. N ewly recruited 
stems originated from sprouting accounted for about 30% of number of newly recruited stems in 2∞8 
and about 60 % in 2014. Stem debarking by割kadeer皿 2014w描 18times血oretb叩也曲ein2∞3叩 d5
世m田 mQreth叩 in2∞8. Debarkedむeespecies were mainly Ql掛rabarbiner問問dAcercra.臼'eg説訪江田，
not Q. serrata. C. crenata田 dCe.rasus Jeve必~ana. which were回且=甘eesp出国 andpossible c皿 opy甘ee

species in tbe plot Given也atQ.躍rratacould continuously grow叩 dregene悶悼，也ec問。pylayer加tbe

plot would be comp田edby P. densfffora皿dQ.serra，鼠

要旨:山梨県森林総合研究所実験林アカマツ枯損調査区において、天然更新した樹木を中心として伐倒煉蒸

処理11年後の林分動態とニホンジカの剥皮の状況を調査した。 2014年の胸高直径3cm以上の新規加入斡数

が2008年に比較して約5倍増加し、コナラとクワが多かった。新規加入幹数に対して、 2日∞8年は約ぬ%が
萌芽由来であった古宮、 2014年には約ω%であった。 2014年のニホンジカによる親j皮は、 2∞3年の 18倍、
2(澗年の5倍に増加していた。主に剥皮されていたのはリョウプとウリカエデで、将来的に林冠層を構成す

る高木性樹種として期待されるコナラ、タリやカスミザタラへの~J皮は少なかった。コナラの順調な成長と

更新がこのまま継続するとすれば、アカマツとコナラにより林冠が構成される可能性が高い。

1 はじめに

山梨県のアカマツ林の一部では、マツノザイ

センチュウによるマツ枯れが進行しており、そ

の被害地では伐倒煉蒸処理が行われている。伐

倒煤蒸処理後にどのような森林に推移するかを

把握することは、今後の森林管理上重要であ

る (Fujiharaet al. 200号;呉・安藤 2010;長池

2010)。

長池ほか (2∞4)は、山梨県森林総合研究所
実験林アカマツ枯損調査区において、伐倒爆蒸

処理前の林分構造などについて調査を行い、①

アカマツは、その枯損によってその優占度が下

がっていること、②コナラ、カスミザクラ、ア

オダモなどの高木性樹種が豊富に生育しており、

これらを主体とした落葉広葉樹林への推移が予

想されること、を示したoまた、長池 (2010)

では、同調査地における伐倒爆蒸処理5年後の

林分構造や積組成に関して調査を行った。その

結果、①伐倒爆蒸処理前と比較して、立木密度

や胸高断面積合計は約半減していたが、平均胸

高直径は増大していた、②立木密度と胸高断商

積合計がともに減少している種(例、アカマツ)

が多いものの、立木密度は減少しているが胸高

断面積合計は増加している種(例、カスミザクラ、
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コナラ)も見られ、コナラやjJスミザクラなどの

高木種を中心とした森終に推移していくことが推

測された。

一方、山梨県ではニホンジカの個体数が増加

しており(Iijimaet al. 2013)、樹木への剥皮も各

地で見られている(長池ほか 2013; lijima and 

Na郡ike2015)。剥皮により、森林の更新や動態

への影響も見られており〈飯島・長池 2015)、伐

倒矯燕処理後のアカマツ林においてもニホンジカ

の剥皮の状況によっては、更新に影響するだろう。

本研究では、伐倒燃蒸処理11年後の調査結果

から、天然更新した樹木を中心とした林分動態と

ニホンジカの剥皮の状況について報告する。

2 調査方法

調査は、 2003年8月、富士川町内の山梨県森

林総合研究所実験林内におけるアカマツの枯損が

著しい林分に調査区を設定して行った。標高は

約3鈎m、傾斜はー様に平坦である。マツノザイ

センチュウの影響によるアカマツの桔績は、京拘1

年頃から急速に進行した。調査区の大きさは70

x 70mで、内部を 10x 1伽nのコドラート(計
49個)に分割した。コドラートごとに胸高直径

3cm以上の生立木・枯立木を対象とした毎木調

査を行い、樹種名、生死、胸高周囲長、ニホンジ

カによる剥皮の有無を記録した。株立ちの場合、

調査対象となった生立木・枯立木がどの株に属し

ていたかも記録した。 2∞3年10月、枯損木を中
心に伐錦織燕処理が行われた。 2009年2月およ

び2015年2月に、調査区内の胸高宣径3cm以上

の生立木・枯立木を対象とした毎木調査を行った。

解析における調査年は、生育年度である2∞8年、
2014年として扱った。

3 結果及び考察

表1に林分構造の変化を示した。立木密度

は、京総年には伐倒矯燕処理により減少したが、

2014年には伐倒鱒蒸処理前と同レベルに回復し

ていた。平均胸高直径は2003年よりも 2∞8年に
は増大し、これはアカマツおよび天然更新木の

小径木が伐倒されたことに起因していると思わ

れる。 2014年には低下していたが、これは胸高

直径3cm以上の新規加入斡数が京即時年に比較し

て約5倍増加したことによる(表2)。立木密度

の増加が新規加入によってもたらされたものの

小径木であることを反映して、 2014年の胸高断

面積合計は2003年並みには回復していない(表

l、図1)。胸高断面積合計に占めるアカマツの割

合は、京総年には約叡潟であったが、京胤年約

55%、2014年約必%と漸減していた(図1)。こ

れは、伐倒燐蒸処理によるアカマツの減少ととも

に、天然更新したコナラ、カスミザクラ、クリの

成長と、特にコナラとクリの多数の新規加入が

貢献している。新規加入幹数に対して、京胤年

は約初%が萌芽由来であったが、 2014年には約

鉛%であった(表2)。これは、新規加入時に、

これまでの毎木調査対象木と同株である、もし

くは同株の複数幹で新規加入した場合を萌芽由

来と定義しているので、過小評価の可能性があ

る。 2014年の新規加入斡数に占める萌芽由来の

幹数の割合は、コナラ7cm、クリ 54%、リョウ

プ84%、チョウジザクラ50%であった。

表 1 調査区の林分構造の変化
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図2に、優占樹種における胸高賞径の頻度分

布の変化を示した。 2014年のアカマツは、 2008

年に比較して立木密度は減少しているものの、生

残している立木は成長していた。コナラとクリは、

7 



N 0，36 (2017) 山梨県森林総合研究所研究報告8 

300 
アカマツ

40 

ヲリ

50 40 

40 

30 

30 

10 20 
胸高直径(cm)

10 20 
胸高直径(cm)

コナラ

。

250 

300 

100 

250 

200 

150 

100 

50 

。

300 

250 

200 

150 

200 

150 

100 

50 

(2

¥
)
脳
同
関
根
判

(E

¥
)
倒
防
叩
υ
肯
吋

(E

¥
)
倒
防
開
帳
吋

新規加入幹が多く順調に更新している。カスミザ

クラは、生残木が成長しているものの、新規加入

幹は少なかった。長池 (2010)ではコナラとカス

ミザクラの将来的な優占が推測されたが、 2014

年のコナラとクリの新規加入の多さにより、コナ

ラとクリの優占度の増大が将来的には予測され

る。杉田ほか (2010)は、アカマツ林でのアカマ

ツ抜き伐り後にカスミザクラでは幹折れ、先枯れ

などの損傷が激しく、むしろアカマツ伐採後に樹

冠の衰退が進行しているように見受けられたとし

ている。城田ほか (2015)は、長野県でのマツ枯

れ被害前のアカマツ林を構成する樹種はマツ枯れ

後の後継樹種として重要であり、アカマツが消失

した場合、後継樹としての重要性は、ウワミズザ

クラとカスミザクラで最も高く、次いでコナラ、

クリおよびエドヒガンで高いと推測している。本

研究の調査地でも伐倒爆蒸処理前と同様の樹種構

成により回復することが推測される。これは萌芽

由来の新規加入幹数の多きも反映している(表

2)。

表2 50 
樹種別の新規加入幹数

40 40 30 10 20 
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図3にニホンジカに剥皮された幹数の変化を示

した。 2014年の剥皮は、 2003年の 18倍、 2008

年の5倍に増加していた。主に剥皮されていたの

はリョウブとウリカエデで、将来的に林冠層を構

成する高木性樹種として期待されるコナラ、クリ

やカスミザクラへの剥皮は少なかったが、今後の

変化を注意深く継続観察する必要がある。

京都では、マツ枯れ後にアカマツ林冠木が消滅

し、高木種を欠いた「マツ枯れ低質林」と呼ばれ

優占樹種における胸高直径の頻度分布の変化図2
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胸高断面積合計の変化
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る林分が出現した事例も報告されている(呉・安

藤2010)。杉田ほか (2010) も、アカマツ抜き伐

り後に成立したコナラを主とする落葉広葉樹林は

伐採後 15年を経ても疎林状態にあると報告して

いる。本調査地では、胸高直径40cmクラスは伐

倒爆蒸処理後の大きな変化は生じていないが、胸

高直径30cmクラスの立木は減少し、未だ回復に

は至っていない(図2)。しかし、コナラの順調

な成長と更新がこのまま継続するとすれば、アカ

マツとコナラにより林冠が構成される可能性が高

しミ。
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図3 ニホンジカに剥反された幹数の変化
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